
マンションの給排水管更新工事に際し、専有部分と共用部分との一体的な更新等に取り組んだ事例

課題 成果取組

区分所有者の理解深度化/合意形成に寄与する資料作成
・専有部分を含めた一体工事の理解を得るため、事前調査や改修工事の工
程・各住戸の工事予定等を網羅した「給排水管更新工事実施要領」作成

高経年マンションの固有
性を加味した給排水管
の専有部・共用部一体
的な更新工事の実現
・現在では一般的に使
用されにくい素材や工法
などが用いられることが
多いといった特殊性をふ
まえつつ、事業者の選
定、工法検討、費用面で
の交渉などについて円
滑に実施された
・専門家により、住民の
理解深度化が支援され、
早期合意に結びつける
ことができた

・C1：「給排水管更新工事実施要領書」
水平展開

可能な資料

専有部分・共用部分の同時更新等に係る規約改正
・管理組合が共用部分と専有部分との一体的な工事を行うための規約改正
の必要性等を検討
・管理規約に、スラブ下に配管された汚水管を共用部とする確認規定を導入
・管理規約を改正し、給排水管更新工事後の共用部・専有部の境界を明確化

【エリア】千葉県 【竣工年（築年数）】昭和53年（築40年） 【階層】７階建

【総戸数】83戸 【単棟型or 団地型】単棟型

【自主管理 or 委託】自主管理 【在外区分所有者の割合】約１割

Cマンション 補助事業実施主体：一般社団法人日本マンション管理士会連合会

専有部分・共用部分の一体的な工事実
現への対応が必要
・当該マンションに使用された鋼管や特

に１階の工法は、高経年マンションの
固有性が高い。対応可能業者が限ら
れる上、専有部・共用部の一体的な
工事が必要となるが、手法や費用の
適切性を判断する専門的知見が不足

・管理組合負担で、一体工事を実施す
るには規約改正等の対応が必要

・専有部の工事に際しリフォーム済み住
宅等や室内のバリューアップニーズ
への対応、工事実行段階で専有部に
立ち入る上での高齢の区分所有者等
への配慮が必要

専門的知見の不足
・１階部の特殊性から上階と工法が異

なる。工法により異なる耐久性や、今
後の費用負担の平等性などに配慮し
た上で、工法の検討・確定が必要

1階の土間下の配管の工法選定と合意形成
・１階の特殊性をふまえた工法選定にあたり２階以上と同程度の耐久性を確
保した工法を検討。事業者と工法や費用等の詳細を交渉し、区分所有者の合
意を得た

工期中の騒音・振動等の問題の整理と高齢者等への配慮
・アンケートにより意見を徴収し工事中の問題を整理。入室工事への立ち合い
の配慮や騒音対応のための別室等を確保

更新を契機としたバリューアップへの対応
・更新工事で張り替えを行う室内の天井・床材等は全室同一規格の使用を前
提とし、オプションも準備。異なる床材等へリフォームを実施した住宅や、バ
リューアップを希望する住戸等に配慮


